
募集要頂
現代を鋭く風刺した、新しい感覚の川柳をお待ちしています !

応募規定

●応募資格は問いません。自作の未発表作品に限ります。

●応募点数は一人2句以内。応募用紙は、ページ下の投句

応募用紙をご利用ください。(コ ピー可)楷書でわかり
やすく、住所・氏名・性別・電話番号を明記し、「雅号」の

場合は、本名を併記ください。

0二重投句、投句後の作品の訂正・差し替えはできません。同
一作品、酷似作品が先行して発表されていた場合は、入

選・入賞を辞退していただきます。

※作品の返却はいたしません。入賞作品の使用権は、主催者に
帰属するものとします。

※ご記入いただいた個人1青報は、入選作品集の作成。配布、また
は「鶴彬」サ|1柳の普及活動に使用させていただきます。

賞・表彰

鶴彬大賞 (1句 )
表彰状+10,000円相当の
かほく市特産品を贈呈

優秀賞 (3句 )
表彰状+5′ 000円相当の
かほく市特産品を贈呈

佳作賞(5句 )
表彰状+3′ 000円相当の
かほく市特産品を贈呈

No

投句作品② 投句作品①

投句料
―人 1,000円
代金は、郵便小為替(切手は不可)で
作品に同封してください。(現金書留も可)

2026年 5月11日 (月 )～
7月 21日 (火)まで (当日消印有効)

応募期間

〒929-1215石ナ|1県かほく市高松ク42
応募先  かほく市高松公民館

第31回「鶴彬川柳大賞」公募係

発 表
2026年 9月 14日 (月 )「第28回鶴彬の集い。碑前
祭」会場で発表。投句者全員に後日、入賞・入選
作品の発表誌を送付いたします。

選 者

赤池 加久
石サ|1県川柳協会会長

植竹 団扇
東京 サ|1初「成増吟社 会長

高鶴 礼子
埼玉「ノエマ・ノエシス」主宰

岩佐 ダン吉
大阪あかつきサ|1柳会幹事・前会長

佐藤 岳俊
岩手 岩手県川柳連盟 顧問

遠田 亀公子
石サ||かほく市サII柳協会幹事

第31 「鶴彬サII栖Ⅱ大賞」投句応募用紙

選考方法  各選者の持ち点数を加算した総合計点により順位を決定します。

携寺::090‐ 4323-1754 FAX.076-281‐ 1201
E―mailituruakira@yahoo.co.ip

ロ

No

電話番号

本 名
お、りがな

雅 号
ふりがな

(男・女)

住 所   〒

都道府県名

投句料お支払方法

(Oでかこむ)

郵便小為替

現金書留

問い合わせ先 かほく市サ|1柳協会 事務局 小山広助 気付
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